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◎ 

平
成
二
十
五
年
度
定
時
総
会
開
催 

平
成
二
十
五
年
六
月
十

五
日
午
前
十
時
よ
り
鈴
鹿

市
文
化
会
館
に
お
い
て
、

会
員
五
百
二
十
五
名(

う

ち
、
委
任
状
三
百
二
十
六

名)

出
席
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

最
初
に
久
保
忠
士
理
事

長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

変
厳
し
い
状
況
が
増
す
中
、
特
に
年
金
支
給
開
始
年
齢
の

引
き
上
げ
に
伴
い
、
六
十
五
歳
ま
で
雇
用
希
望
者
の
継
続

雇
用
が
義
務
化
さ
れ
て
、
シ
ル
バ
ー
の
将
来
を
担
う
六
十

五
歳
ま
で
の
会
員
さ
ん
の
確
保
が
非
常
に
難
し
く
な
り
、

シ
ル
バ
ー
の
事
業
推
進
に
大
き
な
影
響
が
出
て
こ
な
い
か

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

課
題
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
仕
事
の
確
保
が
一
番
大
切

で
あ
り
、
こ
れ
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

本
年
度
は
、
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
す
職
群
班
の
充
実
を

図
る
べ
く
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
事
業
も

含
め
、
推
進
に
は
会
員
皆
様
の
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

議
事
は
、
世
古
満
美
様
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
平
成
二

十
四
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
定
款
第
四
条
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
平
成
二
十
四
年
度
収
支
補
正
予
算
、
平
成
二
十

五
年
度
事
業
計
画
、
平
成
二
十
五
年
度
収
支
予
算
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 ◎ 

設
立
三
十
周
年
記
念
式
典
開
催 

             

式
典
は
、
鈴
鹿
市
長
末
松
則
子
様
・
鈴
鹿
市
議
会
議
長 

今
井
俊
郎
様
ほ
か
多
数
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、
平
成
二
十

五
年
六
月
十
五
日
午
後
十
二
時
四
十
五
分
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。 

式
典
は
、
長
期
に
わ
た
り
仕
事
を
い
た
だ
い
て
い
る
左

記
の
事
業
所
に
市
長
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
理
事
・
監
事
十
年
以
上
就
任
さ
れ
た
方
に
市
長

か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

会
員
表
彰
は
理
事
長
か
ら
、
功
労
者
表
彰
、
会
員
表
彰

会
員
歴
二
十
年
以
上
お
よ
び
夫
婦
会
員
（
会
員
歴
十
年
以

上
）
並
び
に
会
員
歴
十
年
以
上
の
会
員
に
授
与
さ
れ
ま
し

た
。 

 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
童
謡

歌
の
会
の
童
謡
歌
唱
と
東
京
大
衆
歌
謡
楽
団
の
懐
メ
ロ
歌

謡
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

ロ
ビ
ー
で
は
、
多
く
の
会
員
の
ご
協
力
を
得
て
会
員
の

作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
ご
出
品
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

◆
今
回
感
謝
状
・
表
彰
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々 

（
敬
称
略
順
不
同
） 

一
、
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々 

・
社
会
福
祉
法
人 

博
愛
会 

 

・
(株)
モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ド 

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト 

・
鈴
鹿
亀
山
不
動
産
事
業
協
同
組
合 

 

・
三
幸
株
式
会
社 

名
古
屋
支
店 

 

・
ユ
ニ
ー
株
式
会
社 

ア
ピ
タ
鈴
鹿
店 
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３ 

 

二
、
表
彰
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々 

・
特
別
表
彰 

高
野
利
光
、
渡
邉
充
正 

・
功
労
者
表
彰 

 
 

 
 

長
田
長
光
、
小
倉
和
生
、
川
原 

亨 

・
会
員
表
彰
（
会
員
歴
二
十
年
以
上
） 

久
保 

栄
、
伊
藤
貞
子
、
戸
田 

薫 

・
夫
婦
会
員(

会
員
歴
十
年
以
上)

表
彰 

荻
野
昭
好
・
荻
野
晴
子
、
古
市
光
弘
・
古
市
チ
ズ
子 

尾
崎
信
一
・
尾
崎
千
代
子
、
山
中
豊
一
・
山
中
睦
子 

 
 

 
 

杉
本 

薫
・
杉
本
典
子
、
達
知
幸
雄
・
達
知
富
子 

・
会
員
歴
十
年
表
彰 

 
 

 
 

橋
爪
恵
子
、
荒
木
健
之
、
田
辺
英
也
、
杉
本
典
子 

 
 

 
 

竹
野
勝
子
、
和
田
喜
代
次
、
澤
村
ア
イ
子
、
水
野
範
生 

 
 

 
 

与
後
小
夜
子
、
寺
尾
義
正
、
大
久
保
正
二
、
打
上
雅
明 

 
 

 
 

小
林
美
代
子
、
湯
浅 

鼎
、
窪
田
照
美
、
山
口
悦
子 

 
 

 
 

佐
竹
善
一
、
達
知
幸
雄
、
伊
藤
文
夫
、
小
川
ヒ
サ
子 

 
 

 
 

小
川
茂
治
、
和
田
文
雄
、
米
田
紀
子
、
大
薮
良
一 

佐
々
木 

繁
、
湯
浅
剣
之
助
、
宮
崎
敬
一 

 
 

 
 

吉
田
幸
夫
、
児
波 

勝
、
古
田
勝
章 

 

◎
役
員
の
就
退
任
に
つ
い
て 
 

 

七
月
一
日
の
理
事
会
に
お
い
て
久
保
理
事
長
が
勇
退
さ

れ
、
左
記
の
と
お
り
理
事
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

① 

就 

任 

理
事
長 

       

渡
邉 

充
正(

前
副
理
事
長) 

副
理
事
長 

水
野 

範
生(

前
理
事
） 

 

② 

退 

任 

前
理
事
長 

久
保 

忠
士 
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会員数          ６４９名 

男性  ４０２名 

女性  ２４７名 

受注件数       ６，０６５件 

就業延日人員    ７８，３６３人 

就業率         ９０．６％ 

契約金額    ３億７，５２７万円 

 

 

 

 

 

 

平成２４年度事業実績 
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平
成
二
十
五
年
度 

事
業
計
画 

な
ら
び
に
実
施
状
況 

 

一 

会
員
数
・
受
注
件
数
・
契
約
金
額 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
六
月
末
日
現
在
） 

① 

会
員
登
録
者
数 

六
百
五
十
九
名 

男
性 

四
百
八
名 

女
性 

二
百
五
十
一
名 

② 

受
注
件
数 

 
 

千
五
百
八
十
五
件 

③ 

契
約
金
額
一
億
百
五
十
六
万
七
千
二
百
二
十
九
円 

 

 二 

高
齢
者
の
雇
用
・
就
業
を
支
援
す
る
シ
ニ
ア 

ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地
域
事
業
（
SP
事
業
） 

 

 

ＳＰ
事
業
は
、
高
年
齢
者
の
雇
用
・
就
業
機
会
の
確
保

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
五
十
五
歳
以
上
の

高
齢
求
職
者
を
対
象
に
地
域
の
事
業
主
団
体
等
の
参

画
・
協
力
の
も
と
に
、
雇
用
を
目
的
と
し
た
技
能
講
習

を
行
う
も
の
で
す
。
厚
生
労
働
省
の
委
託
の
も
と
、
三

重
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
が
実
施
す
る
事

業
で
す
。 

詳
し
く
は
三
重
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会 

（
電
話 

〇
五
九
―
二
二
一
―
六
一
六
一
） 

ま
た
は
鈴
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。 

（
電
話 

〇
五
九
―
三
八
二
―
六
〇
九
二
） 

 

◎ 

家
屋
リ
フ
ォ
ー
ム
講
習
（
実
施
済
） 

開
催
日 

平
成
二
十
五
年
七
月
二
日
（
火
） 

～
七
月
十
日
（
水
） 

実
日
数 

七
日
間 

開
催
場
所 

鈴
鹿
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー 

受
講
者
数 

十
九
名 

 

受

講

料 

無 

料 

 

◎ 

オ
フ
ィ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習
（
実
施
済
） 

開

催

日 

平
成
二
十
五
年
七
月
十
六
日
（
火
） 

開

催

日 

平
成
二 

～
七
月
二
十
四
日
（
水
） 

実
日
数 

七
日
間 

開
催
場
所 

鈴
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

受
講
者
数 

十
九
名 

 

受

講

料 

無 

料 

 ◎ 

調
理
補
助
講
習 

開

催

日 

平
成
二
十
五
年
八
月
二
日
（
金
） 

～
八
月
二
十
九
日
（
木
） 

 

実
日
数 

七
日
間 

開
催
場
所 

鈴
鹿
市
文
化
会
館
調
理
室 

受
講
定
員 

二
十
名 

受

講

料 

無 

料 

 

◎ 

パ
ソ
コ
ン
会
計
事
務
講
習 

開

催

日 
平
成
二
十
五
年
九
月
十
八
日
（
水
） 

～
九
月
二
十
七
日
（
金
） 

実
日
数 

七
日
間 

開
催
場
所 

鈴
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

受
講
定
員 

二
十
五
名 

受

講

料 

無 

料 

 

◎ 

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
講
習 

開
催
日 

平
成
二
十
五
年 

十
月
十
五
日
（
火
） 

～
十
一
月
一
日
（
金
） 

実
日
数 

五
日
間 

開
催
場
所 

鈴
鹿
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
ほ
か 

募
集
定
員 

二
十
名 

募
集
期
間 

八
月
十
三
日
～
九
月
十
四
日 

受

講

料 

無 

料 

 三 

鈴
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が 

実
施
す
る
講
習
会 

 

◆
剪
定
技
能
講
習 

開

催

日 

平
成
二
十
五
年
九
月
十
一
日
（
水
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

～
十
二
日
（
木
） 

開
催
場
所 

鈴
鹿
市
水
道
局
高
岡
配
水
池 

募
集
定
員 

二
十
名 

申
込
期
間 

八
月
二
十
三
日
（
金
） 

～
九
月
二
日
（
月
） 

 

受

講

料 

無 

料 

 

受
講
希
望
者
は
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。 

 

四 

独
自
事
業 

鈴
鹿
市
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
す
る 

パ
ソ
コ
ン
講
習
で
す 

 

① 
 

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
初
級
）
講
習 

 

開
催
日
平
成
二
十
六
年
二
月
（
予
定
） 

 

開
催
時
間 

午
前
九
時
三
十
分
～
正
午 

開
催
場
所 

鈴
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

受
講
者
数 

十
五
名 

  



 

５ 

 

 

② 
 

パ
ソ
コ
ン
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
）
講
習 

 
開

催

日 

平
成
二
十
六
年
二
月
（
予
定
） 

 

開
催
時
間 

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
四
時 

 

開
催
場
所 

鈴
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

受
講
者
数 
十
五
名 

 

③ 
 

パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
初
級
）
講
習 

 

開

催

日 

平
成
二
十
六
年
二
月
（
予
定
） 

 

開
催
時
間 

午
前
九
時
三
十
分
～
正
午 

 

開
催
場
所 

鈴
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

受
講
者
数 

十
五
名 

 

五 

就
業
機
会
の
開
拓
と
提
供 

 
 

本
年
度
も
、
就
業
の
場
の
拡
大
を
図
る
た
め
就
業
機

会
開
拓
推
進
事
業
と
し
て
、
就
業
機
会
創
出
員
三
名
を

配
置
し
、
就
業
機
会
の
確
保
に
努
め
ま
す
。 

 六 

普
及
啓
発
活
動 

シ
ル
バ
ー
事
業
の
地
域
社
会
に
お
け
る
意
義
、
理
念
、

仕
組
み
の
浸
透
を
図
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
、
積
極
的

な
活
動
を
実
施
し
ま
す
。 

 

七 

調
査
研
究
活
動 

セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
の
拡
充
・
効
率
化
を
図
る
た
め
、

講
習
会
・
研
修
会
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
派
遣
事
業

取
り
組
み
に
向
け
て
先
進
セ
ン
タ
ー
の
視
察
研
修
を
行

い
ま
す
。 

  

八 

福
祉
家
事
援
助
サ
―
ビ
ス
事
業 

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
福
祉
家
事
援
助
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
。 

 
 

 

福
祉
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
班
の
事
業
計
画
と
し
て

次
の
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

① 

介
護
講
習
会 

開

催

日 
 

八
月
二
十
九
日
（
木
） 

開
催
場
所 

 

セ
ン
タ
ー
研
修
室 

 
 

 

② 

料
理
講
習
会 

開

催

日 
 

九
月
二
十
六
日
（
木
） 

開
催
場
所 
 

鈴
鹿
市
文
化
会
館 

調
理
室 

 

③ 

掃
除
講
習
会 

開

催

日 
 

十
月
二
十
四
日
（
木
） 

開
催
場
所 

 

セ
ン
タ
ー
研
修
室 

 

 

④ 

シ
ル
バ
ー
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
三 

開

催

日 
 

十
一
月
十
四
日
（
木
） 

開
催
場
所 

 

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
大
・
発
展
の

実
現
に
向
け
た
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

⑤ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

開

催

日 
 

十
二
月
一
日
～
三
十
日
（
予
定
） 

開
催
場
所 

 

未
定 

 

福
祉
施
設
等
の
お
手
伝
い
な
ど 

 

⑥ 

健
康
講
座 

開

催

日 
 

平
成
二
十
六
年
二
月
（
予
定
） 

開
催
場
所 

 

未
定 

 

⑦ 

料
理
講
習
会 

開

催

日 
 

平
成
二
十
六
年
三
月
（
予
定
） 

開
催
場
所 

 

未
定 
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一 

作
業
は
安
全
第
一
を
心
掛
け
、
急
い
だ
り
あ
わ
て
た

り
し
な
い
こ
と
。 

二 

器
具
類
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず
点
検
す
る
こ
と
。 

三 

服
装･

履
物
は
、
作
業
に
合
っ
た
、
動
き
や
す
い
も
の

に
す
る
こ
と
。 

四 

作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操
を
し
て
身
体
を
ほ
ぐ

す
こ
と
。 

五 

加
齢
に
よ
る
諸
機
能
の
低
下
を
充
分
に
認
識
し
、
無

理
を
し
な
い
こ
と
。 

六 

作
業
現
場
は
、常
に
整
理
・
整
頓
に
心
が
け
る
こ
と
。 

七 

共
同
作
業
で
は
、
合
図･

連
絡
を
正
確
に
行
う
こ
と
。 

八 

帰
宅
す
る
ま
で
は
仕
事
の
う
ち
、
交
通
事
故
に
気
を

つ
け
る
こ
と
。 

九 

健
康
に
は
、
常
に
注
意
し
健
康
な
状
態
で
就
業
す
る

こ
と
。 

十 

仕
事
の
前
日
は
、
十
分
睡
眠
を
と
る
よ
う
に
心
が
け

る
こ
と
。 

十
一 

酒
気
帯
び
で
の
就
業
は
、
絶
対
に
慎
む
こ
と
。 
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○
安
全
就
業
推
進
大
会
を
開
催
し
ま
す 

開
催
日
及
び
開
催
時
間 

九
月
十
九
日
（
木
） 

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
四
時 

開
催
場
所 

鈴
鹿
市
文
化
会
館
さ
つ
き
プ
ラ
ザ 

多
数
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

○
安
全
・
適
正
就
業 

平
成
二
十
四
年
度 

事
故
件
数 

 

傷

害 
 

 

二 

件 

 

損
害
賠
償 

 
 

九 

件 

損
害
賠
償
事
故
の
大
半
は
、
草
刈
機
使
用
時
の
飛
び

石
に
よ
る
事
故
で
す
。
常
に
安
全
意
識
を
も
っ
て
就
業

し
ま
し
ょ
う
。 

        

就
業
に
対
す
る
責
任
と
自
覚 

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
発
注
者
と
セ
ン
タ
ー
と
の
請
負
契

約
に
よ
っ
て
就
業
を
し
て
い
ま
す
。 

就
業
は
自
ら
が
責
任
を
持
っ
て
行
な
い
、
発
注
者
に
損

害
を
与
え
た
時
は
賠
償
の
責
任
が
生
じ
ま
す
。
飲
酒
し
て

就
業
し
、
ま
た
故
意
に
よ
る
事
故
を
起
し
た
場
合
、
セ
ン

タ
ー
は
そ
の
事
故
に
対
し
て
賠
償
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。 

セ
ン
タ
ー
の
目
的
を
理
解
し
、
お
互
い
に
経
験
、
能
力

及
び
人
格
を
尊
重
し
合
い
、
会
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ

て
就
業
し
、
就
業
に
際
し
て
は
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。 

É
 

仕
事
先
で
は
、
お
客
様
に
不
愉
快
な
思
い
を
さ
せ
な

い
よ
う
「
親
切
・
丁
寧
」
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

É
 

仕
事
の
約
束
を
し
た
就
業
日
・
時
間
は
必
ず
守
っ
て

く
だ
さ
い
。 

É
 

仕
事
を
し
て
知
っ
た
秘
密
や
、
発
注
者
の
不
利
益
に

な
る
こ
と
は
、
決
し
て
他
に
漏
ら
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。 

É
 

契
約
期
間
中
の
仕
事
は
、
勝
手
に
休
ん
だ
り
、
や
め

た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
急
に
休
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
は
、
必
ず
就
業
先
と
事
務
局
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

É
 

仕
事
の
内
容
は
、
事
前
に
事
務
局
か
ら
よ
く
説
明
を

受
け
、
実
際
の
作
業
が
事
務
局
の
説
明
と
異
な
る
と

き
は
、
必
ず
事
務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

É
 

仕
事
の
細
部
（
手
順
、
仕
方
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
十
分
発
注
者
と
相
談
し
、
発
注
者
の
意
向
を

尊
重
し
て
く
だ
さ
い
。 

É
 

仕
事
中
に
ケ
ガ
等
を
さ
れ
た
と
き
に
は
、
各
自
の
保

険
証
に
よ
っ
て
処
置
を
し
て
、
速
や
か
に
事
務
局
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

É
 

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
く

れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

É
 

作
業
日
報
は
、
発
注
者
の
確
認
印
を
も
ら
っ
て
速
や

か
に
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
月
末
ま
で
仕

事
を
さ
れ
る
方
は
、
遅
く
と
も
翌
月
二
日
ま
で
に
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
作
業
日
報
が
提
出
さ
れ
な

い
と
、
配
分
金
の
支
払
が
遅
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。 

◎ 

ʴ

 

 

今
年
は
梅
雨
明
け
が
早
く
猛
暑
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

高
齢
者
は
暑
さ
・
湿
度
に
身
体
が
対
応
し
き
れ
ま
せ
ん
の

で
、
特
に
作
業
中
の
熱
中
症
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

睡
眠
不
足
、
疲
労
、
下
痢
、
二
日
酔
い
、
貧
血
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？ 

性
格
的
に
我
慢
強
い
人
、
ま
じ
め
な
人

は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

作
業
中
は
我
慢
を
せ
ず
に
、
た
び
た
び
水
分
補
給
を
す

る
（
摂
氏
５
度
～
15
度
Ｃ
位
に
冷
や
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
等
が
有
効
）
。
服
装
は
吸
湿
性
が
高
く
、
通
気
性
の
良

い
も
の
を
着
用
す
る
。 

 

万
が
一
具
合
が
悪
く
な
っ
た
場
合
は
、
作
業
を
中
止
し
、

涼
し
い
場
所
で
衣
服
を
緩
め
、
身
体
を
冷
や
す
。 

 

も
し
、
体
調
が
お
か
し
い
と
感
じ
た
と
き
は
、
至
急
救

急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
従
っ
て
、
夏
場
の
単
独
作
業

は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

◎ 

Ѵ

 

 

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
ハ
チ
、
蛇(

マ
ム
シ)

等
の
活
動
が

活
発
に
な
り
ま
す
。 

 

樹
木
、
植
木
、
雑
草
等
の
茂
み
や
、
周
辺
の
観
察
を
作

業
前
に
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。 



 

７ 

 

 
ま
た
、
黒
い
も
の
を
着
な
い
こ
と(

白
い
衣
服
を
身
に
つ

け
て
い
る
と
ハ
チ
に
襲
わ
れ
に
く
い)

、
長
靴
・
安
全
靴
を

履
く
、
身
体
を
露
出
さ
せ
な
い
等
で
す
。 

◎ 

Ѵ

 

֯

ר

．
．
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今
年
七
月
岡
山
で
八
十
歳
代
の
女
性
が
歩
行
困
難
を
訴

え
て
入
院
間
も
な
く
死
亡
し
た
。
左
足
首
に
ダ
ニ
の
刺
し

傷
が
あ
り
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
が
発
見
さ
れ
た
。
全
国
で

二
十
七
例
死
者
は
十
三
人
目
。
マ
ダ
ニ
は
蚊
の
よ
う
に
刺

す
の
で
は
な
く
、
噛
み
込
ん
で
血
を
吸
う
の
で
、
皮
膚
深

く
食
い
込
む
。 

 

◆
予
防
策 

で
き
る
だ
け
草
む
ら
で
は
長
袖
長
ズ
ボ
ン

を
着
用
、
事
前
に
防
虫
剤
を
着
衣
の
上
か
ら
散
布
し
、

帰
宅
後
す
ぐ
に
着
替
え
入
浴
、
ダ
ニ
に
噛
ま
れ
て
い

な
い
か
全
身
を
確
認
す
る
。 

 

◆
吸
血
さ
れ
た
時
の
対
処 

一
度
口
を
差
し
込
ん
だ
ダ

ニ
は
吸
血
が
終
わ
る
ま
で
一
～
二
週
間
身
体
か
ら

離
れ
な
い
。 

 
 

 

無
理
に
ダ
ニ
を
引
き
抜
こ
う
と
す
る
と
体
液
の
逆

流
や
頭
の
部
分
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。
ウ
イ

ル
ス
羅
患
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
皮
膚

科
を
受
診
す
る
（
受
診
の
際
ダ
ニ
に
噛
ま
れ
た
こ
と

を
必
ず
医
師
に
報
告
し
誤
診
を
避
け
る
こ
と
）
処
置

は
刺
さ
れ
た
部
位
を
切
開
し
て
除
去
手
術
し
抗
生

物
質
治
療
が
行
わ
れ
る
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 

皮
膚
に
食
い
込
ん
で 

吸
血
す
る
マ
ダ
ニ 
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◎ 

作
業
日
報
の
提
出
に
つ
い
て 

作
業
日
報
の
提
出
は
、
作
業
終
了
後
速
や
か
に
提

出
し
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
守
っ
て
頂

け
な
い
方
が
あ
り
、
事
務
処
理
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
支
払
い
日
が
遅
れ
る
と
、
他
の
会
員
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
左
記
に

よ
り
処
理
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

記 

一
、
作
業
日
報
は
、
必
ず
発
注
者
の
確
認
印
を
も
ら
っ
て

速
や
か
に
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
確
認
印
の

な
い
も
の
は
、
配
分
金
の
支
払
い
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

二
、
作
業
日
報
は
、
遅
く
と
も
翌
月
二
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
作
業
日
報
が
期
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
な

い
方
は
、
配
分
金
の
支
払
い
は
一
ヶ
月
遅
れ
と
な
り
ま

す
。 

三
、
作
業
（
剪
定
等
短
期)

が
翌
月
ま
で
か
か
る
場
合
は
、

配
分
金
の
支
払
い
は
作
業
最
終
月
の
翌
月
払
い
に
な
り

ま
す
。

 

以
上
の
と
お
り
、
配
分
金
の
支
払
い
を
予
定
い
た
し
て

お
り
ま
す
が
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
右
記
支
払

日
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

◎ 

機
器
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て 

就
業
に
当
た
り
、
セ
ン
タ
ー
の
工
具
を
使
用
す
る
時
は
、

事
務
所
に
申
し
出
て
い
た
だ
き
、
『
貸
出
表
』
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎ 

事
務
局
へ
の
電
話
連
絡
の
か
け
方
に
つ
い
て 

会
員
の
皆
さ
ん
が
、事
務
局
へ
電
話
を
か
け
る
際
に
は
、

必
ず
、「
会
員
の
○
○
○
○
で
す
」
と
会
員
で
あ
る
こ
と
を

名
乗
っ
て
か
ら
要
件
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。
名
前
だ
け
で

は
、
お
客
さ
ん
か
会
員
か
分
か
ら
な
い
た
め
、
対
応
に
混

乱
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

◎ 

セ
ン
タ
ー
（
事
務
所
）
の
営
業
時
間 

午
前
八
時
十
五
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。 

（
但
し
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日･

振
替
休
日
は
休
み
で
す
。） 

 É
 

ὑ
β
∆

֞

 

⁫

Ҟ

 

 

市
に
お
い
て
、
鈴
鹿
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
四
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
人
を
対
象
に
特
定
健

康
診
査
を
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
よ
る
七
十
五
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
健
康
診
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

受
診
期
間
は
七
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
。
詳

し
く
は
、「
広
報
す
ず
か
七
月
五
日
号
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
定
健
康
診
査
・
健

康
診
査
を
受
け
ら
れ
た
会
員
に
対
し
て
、
自
己
負
担
金
分

 

配分金 

支払予定日 

 

９月１７日（火） 

１０月１７日（木） 

１１月１５日（金） 

１２月１６日（月） 

１月１７日（金） 

２月１７日（月） 

３月１７日（月） 



 

８ 

 

を
本
年
も
会
員
の
健
康
の
保
持
を
目
的
と
し
て
、
予
算
の

範
囲
内
に
お
い
て
助
成
い
た
し
ま
す
。 

助
成
申
請
書
（
シ
ル
バ
ー
事
務
局
に
あ
り
ま
す
）
に
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
無
料
と
な
っ
た
場
合
、
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

自
己
負
担
金
分
の
助
成
申
請
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二

月
二
十
日
（
金
）
ま
で
に
シ
ル
バ
ー
事
務
局
へ
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

̝
ᴣ
ҹ

ʴ 

草
刈
り
、
除
草
の
で
き
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。 

希
望
者
は
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

Ṻ 
 

就
業
内
容 

草
刈
鎌
に
よ
る
刈
り
取
り
及
び
草
引
き 

就
業
場
所 

一
般
家
庭
お
よ
び
事
業
所
の
敷
地
。 

      

Ṻ 

⁯  

就
業
内
容 

機
械
に
よ
る
草
刈
と
草
の
処
分
。 

就
業
場
所 

個
人
、
民
間
事
業
所
の
敷
地
お
よ
び 

公
園
等
公
共
施
設
用
地
、
そ
の
他
。 

就
業
条
件 

刈
取
っ
た
草
を
処
分
す
る
た
め
の 

軽
ト
ラ
ッ
ク
等
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
。 

 

※
希
望
さ
れ
ま
し
て
も
、
す
ぐ
に
就
業
で
き
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

互
助
会
だ
よ
り

 

弔
慰
見
舞
金
品
の
支
給
事
業 

一
、
会
員
が
死
亡
し
た
時 

二
、
会
員
が
傷
病
で
十
五
日
以
上
入
院
し
た
時 

三
、
会
員
の
住
宅
が
火
災
で
焼
失
、
ま
た
は
風
水
害
に
よ

っ
て
倒
壊
し
た
と
き
に
、
金
品
が
支
払
わ
れ
ま
す
の

で
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

互
助
会
活
動
に
保
険
加
入 

 

互
助
会
活
動
（
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
計
画
に
あ
る
活
動
に

限
る
）
に
起
因
し
て
生
じ
た
賠
償
及
び
傷
害
事
故
に
対
し

て
団
体
保
険
に
加
入
し
て
お
り
ま
す
。 

  
 

★
春
の
親
睦
旅
行 

 
 

 

善
光
寺
・
白
根
山
湯
釜
と
湯
田
中
温
泉 

参
加
者
数 

四
十
八
名 

ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

             

          

◎ 

趣
味
同
好
会 

活
動
状
況 

○ 
 

★
例
会
開
催 

 

毎
月
第
二
火
曜
日
午
後
七
時
か
ら
、
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
（
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
）
に
お
い
て
、
渡
邉

講
師
に
よ
る
「
写
真
の
知
識
・
撮
影
技
術
」
の
講
義
と
、

各
自
持
ち
寄
り
作
品
の
寸
評
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

★
作
品
展
開
催 

○
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
四
日
（
定
時
総
会
開
催
時
） 

 

場
所 

鈴
鹿
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル 

○
平
成
二
十
四
年
六
月
四
日
～
七
月
末
日 

 
 

場
所 

百
五
銀
行
鈴
鹿
支
店
か
ん
べ
出
張
所 

○
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日
～
九
月
二
十
八
日 

 
 

場
所 

百
五
銀
行
鈴
鹿
支
店 

○
平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
～
十
一
月
三
十
日 

 
 

場
所 

百
五
銀
行
白
子
支
店 

○
平
成
二
十
五
年
一
月
三
十
一
日
～
三
月
一
日 

 
 

場
所 

百
五
銀
行
鈴
鹿
支
店
若
松
出
張
所 

1 号車の皆さん 

2 号車の皆さん 



 

９ 

 

○
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
八
日
～
三
月
二
十
九
日 

 
 

場
所 

百
五
銀
行
鈴
鹿
支
店 

 

★
会
員
の
作
品
紹
介 

 
 

◇
第
六
十
四
回
県
展
入
賞
入
選
作
品 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

画
題 

眠
ら
ぬ
街
新
宿
歌
舞
伎
町 

岡
田
文
化
財
団
賞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

北
条 

浩 

   
 

 
 

 
 

 
 

 

画
題 

冬
の
華 

入
選 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

達
知 

富
子 

    
 

 
 

 
 

 
 

 

画
題 

母
子 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

入
選 

 
                        

世
古 

満
美 

  

○ 

←
₴
₪
└

”

 

 
 

パ
ソ
コ
ン
知
識
と
技
能
の
習
得
を
図
る
こ
と
、
ま
た
お

互
い
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
パ
ソ

コ
ン
に
し
ん
で
い
ま
す
。 

開
催
日 

毎
月 

第
二
水
曜
日
（
予
定
） 

時 

間 

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分
ま
で 

場 

所 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
研
修
室 

パ
ソ
コ
ン
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
、
ご
入
会
く

だ
さ
い
。 

○ 

€

₦
⌂ 

作
品
作
り
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画 

 

・
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
に
作
品
を
出
展
（
十
月
） 

・
例 

会 

毎
月 

第
二
木
曜
日 

・
時
間 

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分

ま
で 

場
所 

鈴
鹿
市
庁
舎
別
館
第
三 

（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
二
階
） 

座
椅
子
・
お
手
玉
つ
く
り
な
ど
で
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
手
芸
サ
ー
ク
ル
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
、
入
会
者
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ṷ 

”

 

 
 
懐
か
し
い
童
謡
を
愛
唱
す
る
こ
と
で
心
身
の
健
康
を

保
持
し
、
趣
味
同
好
会
員
の
親
睦
・
交
流
を
深
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

練
習
日
は 

・
毎
月 

第
一
土
曜
日 

午
後
一
時
～
午
後
三
時 

・
毎
月 

第
三
木
曜
日 

午
後
一
時
～
午
後
三
時 

・
場
所 

神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

会
員
三
十
八
名
、
皆
で
楽
し
く
・
明
る
く
声
を
出
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

月
一
回
、
要
介
護
施
設
等
を
訪
問
し
て
童
謡
を
歌
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

 

ṷ 
 

毎
週
金
曜
日
の
午
後
セ
ン
タ
ー
で
、
楽
し
く
頭
の
体

操
を
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◆
趣
味
同
好
会
の
新
規
結
成
や
入
会
を
奨

め
て
い
ま
す
! 

新
た
に
趣
味
同
好
会
（
五
名
以
上
）
を
結
成
す
る
場
合

に
は
、
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
務
局
（
☎
三
八

二
‐
六
〇
九
二
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

現
在
、「
写
真
愛
好
会
」「
パ
ソ
コ
ン
友
の
会
」「
手
芸
サ

ー
ク
ル
」「
童
謡
歌
の
会
」「
碁
友
会
」
以
上
、
五
つ
の
趣

味
同
好
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
に
活
動
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
趣
味
を
通
じ
て
会
員
の
親
睦
を
図
り
た
い
と
思
い

ま
す
、
皆
さ
ん
も
ご
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
て
は
如
何
で
す

か
。 入

会
を
希
望
す
る
方
は
、
左
記
代
表
者
へ
お
申
込
み
下

さ
い
。 

 
 

 

◎ 

写
真
愛
好
会 

代
表 

杉
本 

義
之 

(

☎
三
八
五
‐
一
八
一
七
） 

 ◎ 

パ
ソ
コ
ン
友
の
会 

代
表 

世
古 

満
美
（
☎
三
八
八
‐
一
二
五
七
） 

 ◎ 

手
芸
サ
ー
ク
ル 

代
表 

宮
下 

裕
子
（
☎
三
六
八
‐
二
五
三
一
） 

 ◎ 

童
謡
歌
の
会 

代
表 

小
亀
日
出
子
（
☎
三
八
三
‐
〇
一
八
一
） 

 ◎ 

碁
友
会 

代
表 

久
保 

忠
士
（
☎
三
七
一
‐
三
〇
二
六
） 



 

１０ 

 

事
務
局
職
員
の
人
事
異
動 

① 
就 

 

任 

・
七
月
一
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

総
務
課
長 

寺
田 

重
和 

 

 

② 

就 
 

任
・ 

・
七
月
一
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

業
務
課
長 

北
川 

治
生 

 

③ 

採 

用 

・
四
月
一
日
付
け
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

業
務
課 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

宮
﨑 

一
美 

  

・
七
月
十
日
付
け
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

業
務
課 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

江
藤 

 

昭 

  

④ 

退 

職 

 

お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

・
三
月
三
十
一
日
付
で
退
職
い
た
し
ま
し
た
。 

事
務
局
長 

古
川 

 

登 

 

・
七
月
十
六
日
付
で
退
職
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
務
課 

 

村
田 

行
穂 

 ・
七
月
三
十
一
日
付
で
退
職
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

業
務
課 

 

浅
野 

正
士 

                      
［
編 

集 

後 

記
］ 

本
号
の
「
会
員
の
広
場
」
は
、
三
十
周
年
記
念
誌
を
発

行
す
る
関
係
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
次
号

で
は
年
男
・
年
女
の
皆
様
の
お
声
を
中
心
に
掲
載
を
予
定

し
て
い
ま
す
、
奮
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。 

 

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
今
年
も
連
日
酷
暑

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
呉
々
も
熱
中
症
に
ご
留
意

い
た
だ
き
、
元
気
な
日
々
を
お
過
ご
し
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

  

編
集
委
員 

 

水 

野 

範 

生 

三 

浦 

し
ま
子 

渡 

邉 

充 

正 

古 

川 
 

 

登 
 

事
務
局 

総
務
課 

  

   


